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１．敷地全体図１．敷地全体図

放射能測定場所（化学分析棟、5,6号機ホットラボ、環境管理棟）

※東京電力ホームページより

5,6号機

ホットラボ

環境管理棟

化学分析棟

※沖合においても
海水採取を実施
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２．汚染水の放射能測定結果２．汚染水の放射能測定結果

2.3×105－全β

5.4×103－H-3

7.5×1007.2×105Cs-137

7.3×1006.0×105Cs-134

H23.10.4H23.11.1試料採取日

淡水化装置（RO）濃縮水
高汚染水

（集中RW地下滞留水）

（単位）Bq/cm3

［出典］水処理設備の放射能濃度測定結果（東京電力）
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３．港湾内・外の海水濃度測定結果３．港湾内・外の海水濃度測定結果

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ内側(１～4号機） ①～④：号機
全β：①320 ②330 ③150 ④130  (12/2)
H-3：①370 ②370 ③140 ④170 (11/25)
Cs-134：①28 ②28 ③42 ④38   (12/2)   
Cs-137：①61 ②65 ③100 ④92 (12/2)

全β：ND（12/2)  H-3： ND(11/25)
Cs-134：ND（12/2) Cs-137：1.5（12/2)

全β：ND (12/2)  H-3：4.8(11/25)
Cs-134：ND（12/2) Cs-137：ND（12/2)

全β：22（12/2)  H-3： 2.1(11/25)
Cs-134：2.0（12/2) Cs-137：5.0（12/2)

全β： 160 (12/2） H-3： 400 (11/25）
Cs-134：19（12/2) Cs-137：44（12/2)

全β： 410(12/3） H-3：560 (12/1）
Cs-134：27（12/3) Cs-137：67（12/3)

全β：ND（12/2)  H-3： 2.0 (11/25)
Cs-134：ND（12/2) Cs-137：2.6（12/2)

全β： 150 (12/2)  H-3： 320 (11/25)
Cs-134：18（12/2) Cs-137：43（12/2)

全β：28（12/2)  H-3： 21 (11/25)
Cs-134：3.9（12/2) Cs-137：9.2（12/2)

全β： 100 (12/2)  H-3： 120(11/25)
Cs-134：16（12/2) Cs-137：36（12/2)

全β： 570 (12/3)  H-3： 690(12/1)
Cs-134：23（12/3) Cs-137：50（12/3)

全β：21(12/2)  H-3： 3.3 (11/25)
Cs-134：5.0（12/2) Cs-137：8.4（12/2)

全β：ND（11/27)  H-3： ND (11/27)
Cs-134：ND（11/27) Cs-137：ND（11/27)

全β：ND（11/27) H-3： ND (11/27)
Cs-134：ND（11/27) Cs-137：ND（11/27)

全β： 33 (12/2） H-3：19 (11/25）
Cs-134：2.8（12/2) Cs-137：5.8（12/2)

全β：32(12/2)   H-3： 20(11/25)
Cs-134：2.4（12/2) Cs-137：8.3（12/2) 全β：ND (12/2)  H-3：1.9 (11/25)

Cs-134：ND（12/2) Cs-137：ND（12/2)

至近の測定結果（Bq/L）（H25.12.3現在） （○/○）：採水日

全β：ND（11/27)
H-3： ND(11/27)
Cs-134：ND(11/27)
Cs-137：ND(11/27)

全β：ND（11/27)  H-3： ND (11/27)
Cs-134：ND（11/27) Cs-137：ND（11/27)

全β：ND（11/27)
H-3： ND(11/27)
Cs-134：ND（11/27)
Cs-137：ND（11/27)
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４．タンクエリア全体図４．タンクエリア全体図

［出典］台風26号接近に伴う福島第一原子力発電所タンクエリア毎の対応状況（10月18日版）（東京電力）
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※ ⅰ～ⅶは、各地下貯水槽の位置。

タンクエリア全体図

タンク
エリア
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５．５．RORO濃縮水貯蔵タンク周辺調査概要濃縮水貯蔵タンク周辺調査概要

No.5タンク

調査<D> 調査<D>

基礎コンクリート（厚さ0.2m）
地盤改良（セメント混合，厚さ1m）

調査<E> 調査<C>

地下水面（地表面下2～4m程度）

経路①

経路②
経路③

経路①：バルブから堰外に流出
経路②：基礎盤から直下に流出
経路③：基礎コンクリート～地盤改良の間から堰外に流出

想定される流出経路

影響②

影響①

影響①：排水路への流入が支配的
→外洋への流出

影響②：地下水への流入が支配的
→地下水BPへの影響

流出による影響

調査<B>

溶接金網（0.1m×0.1m Φ6）

調査<A>

地表面の線量調査 調査＜A＞

重汚染土壌の調査回収 調査＜B＞

浅深度ボーリング 調査＜C＞

漏えいタンク直下の汚染確認 調査＜D＞

深部地下水汚染状況調査 調査＜E＞

［出典］第6回特定原子力施設監視・評価検討会
汚染水対策検討WG
「汚染水貯留タンクからの漏えいについて」



6無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

６．地表面の線量調査状況６．地表面の線量調査状況
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52
表面線量率測定点
（地表等より数cm）

・側溝ｺﾝｸﾘ壁の表面線量当量率
70μm線量当量率（β線）：最大5.8mSv/h
1cm線量当量率（γ線） ：最大0.2mSv/h

H25.8.21（水） 14:30～

5354（側溝底部）

55

56 57 58

60

側溝

側溝ｺﾝｸﾘ壁

Ｎ

59

・側溝の空間線量当量率
70μm線量当量率（β線） ：0mSv/h
1cm線量当量率（γ線） ：0.06mSv/h

134
14

7
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15

123

11 1210

雰囲気線量率測定点
（地表より約1m）

61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76

77
78

※測定器：シャロー型電離箱式サーベイメータ（AE-133B）

表面線量率測定点
（側溝の縁付近より数cm）

赤字の凡例がβ線による70μm線量当量率
で1mSv/hを超える箇所。漏えい箇所から側

溝に向かって汚染範囲が認められる

測定点 １6～52
測定日時：平成２５年８月２０日

１６：００ ～ １７：００
天 候 ：雨

測定点 53～60
測定日時：平成２５年８月２１日

１４：３０ ～ １５：１０
天 候 ：晴れ

測定点 １～１５
測定日時：平成２５年８月１９日

１６：００ ～ １７：００
天 候 ：晴れ

測定点 61～78
測定日時：平成２５年８月２２日

１４：４０ ～ １６：２０
天 候 ：晴れ

測定点 79～91
測定日時：平成２５年８月２９日

１１：０５～ １１：３５

天 候 ：晴れ

79

80
81

82
8384

8587 86
88

89
90

91

［出典］第6回特定原子力施設監視・評価検討会汚染水対策
検討WG「汚染水貯留タンクからの漏えいについて」



7無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

７．コアボーリングの線量率（１）７．コアボーリングの線量率（１）

D-1

D-2

深さは地表面からの深さであり、この上に約30cmの
砕石層と20cmの基礎コンクリートがある。基礎コン
クリート裏面及び砕石の放射線は、B.G.レベルで

あった。深さ１ｍまでは地盤改良を実施している。

　No.Ｄ－２　ボーリングコアの線量率分布

0 0.5 1 1.5 2

0

1

2

深
さ

.(m
)

線量率（mSv/h）

１cm線量当量率（γ線）（mSv/h）

70μm線量当量率（β線）（mSv/h）

　No.Ｄ－１　　　ボーリングコアの線量率分布

0 0.5 1 1.5 2

0

1

2

深
さ

.(m
)

線量率（mSv/h）

１cm線量当量率（γ線）（mSv/h）

70μm線量当量率（β線）（mSv/h）

9/12採取

9/13採取

［出典］第7回特定原子力施設監視・評価検討会汚染水対策検討WG「汚染水貯留タンクからの漏えいについて」

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe
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８．コアボーリングの線量率（２）８．コアボーリングの線量率（２）

漏えいタンク海側近傍
（E-1）のコアボーリン

グでβ線が検出されて
おり、漏えい水の影響
が考えられる。

No.E-2のボーリングコアの線量率分布
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［出典］第6回特定原子力施設監視・評価検討会汚染水対策検討WG「汚染水貯留タンクからの漏えいについて」

漏えいタンク

Ｅ－２
Ｅ－１

漏えいタンク

Ｅ－２
Ｅ－１

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe
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９．放射線測定の問題点と改善の方策９．放射線測定の問題点と改善の方策
【現状の問題点】
・現状は、「漏えいの兆候と思われる放射線（Sv）」を測定しており、漏えいの早期検知の観点

で有効と考える。
・一方、「漏えいの範囲や量」 を把握するためには本来放射能（Bq）を測定すべきであるが、

当該タンクエリアはバックグラウンドが高く、さらにホットスポット近傍においてはオーバース
ケールするため、通常の放射能の計測器（GMAD）による直接測定はできないなどの技術的

な困難さがあり、測定方法が確立されていない。

【改善の基本方針について】
・ルーチンの放射線（Sv）測定で漏えい

の兆候を新たに検知した場合、「漏え
いの範囲や量」を把握するために放
射能（Bq）を測定することとする。

・測定にあたっては、バックグラウンドや
ホットスポットからの放射線の影響緩
和方策を検討する。

・測定方法が改善されるまでの間は、放
射線（Sv）の結果をもって、漏えいの

兆候を検知した旨を公表するが、その
際に誤解を与えないよう十分に留意
する。

99月月99日日 晴れ晴れ
開始時間開始時間 14:1014:10
終了時間終了時間 15:0015:00
測定機器測定機器No.No.リ－リ－CMCM－－116116

：ホットスポット：ホットスポット×
6kcpm
（BG)

×

19kcpm

×30Kcpm
×90kcpm(at50cm)

>100kcpm(at30cm)

×12kcpm

×3kcpm(at5cm）

×8kcpm

×

×

90kcpm(at50cm)
>100kcpm(at30cm)

×30Kcpm

90kcpm(at100cm)
>100kcpm(at80cm)

H3H3タンクエリアタンクエリア GMADGMADによる測定結果による測定結果

×30Kcpm（水たまり無）

［出典］
第6回特定原子力施設監視・評価検討
会汚染水対策検討WG「汚染水貯留タ

ンクからの漏えいについて」
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1010．タンクエリア周辺の放射能濃度．タンクエリア周辺の放射能濃度

［出典］福島県漁連組合長会議資料「タンクエリアにおける雨水対策について」（東京電力）を加筆

©GeoEye日本スペースイメージング

Ｈ４エリア（北）

Ｈ３エリア

Ｂ排水路

Ｃ排水路

Ｎｏ，１ Ｎｏ，４

Ｎｏ，５
Ｎｏ，７

Ｎｏ，１０
Ｎｏ，１２

Ｅ－２

Ｅ－１

Ｂエリア（南）

海側遮水壁

凍土壁

Ｎ

護岸対策（水ガラス等）

１～４号機

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

排水路サンプリング

深部地下水状況調査

地下水バイパス揚水井

調査孔（既設）

＜凡例＞

©GeoEye日本スペースイメージング

Ｈ４エリア（北）

Ｈ３エリア

Ｂ排水路

Ｃ排水路

Ｎｏ，１ Ｎｏ，４

Ｎｏ，５
Ｎｏ，７

Ｎｏ，１０
Ｎｏ，１２

Ｅ－２

Ｅ－１

Ｂエリア（南）

海側遮水壁

凍土壁

ＮＮ

護岸対策（水ガラス等）

１～４号機

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

排水路サンプリング

深部地下水状況調査

地下水バイパス揚水井

調査孔（既設）

＜凡例＞

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

排水路サンプリング

深部地下水状況調査

地下水バイパス揚水井

調査孔（既設）

＜凡例＞

＜凡例＞

深部地下水調査

地下水バイパス揚水井

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

＜凡例＞

深部地下水調査

地下水バイパス揚水井

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

＜凡例＞

深部地下水調査

地下水バイパス揚水井

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

※単位：ベクレル／リットル

（３）南放水口・排水路

（３）南放水口・排水路の値（抜粋）

南放水口付近海水
セシウム１３７：検出限界値(1.2)未満(12/4)
全ベータ ：検出限界値(15)未満(12/4)

Ｃ排水路３５ｍ盤出口
セシウム１３７：検出限界値(26)未満(12/4)
全ベータ ：検出限界値(12)未満(12/4)

Ｂ－Ｃ排水路合流地点
セシウム１３７：検出限界値(27)未満(12/4)
全ベータ ：検出限界値(12)未満(12/4)

Ｂ・Ｃ排水路の８箇所の地点にてモニタリングを実施
しています。排水路の常時監視についても 準備を進
めております。

※単位：ベクレル／リットル （ ）内日付は採取日

（１）Ｈ４タンクエリア
周辺

Ｅ－１地点（漏えい箇所の北側）で高濃度のトリチウムが検出されています。

Ｈ４タンクエリア周辺拡大図

＜Ｅ－２地点＞
全ベータ ：検出限界値(19)未満(12/3)
トリチウム： ３６０(12/3)

※単位：ベクレル／リットル
（ ）内日付は採取日

モニタ設置予
定箇所

（２）地下水バイパス

揚水井

（１）Ｈ４タンクエリア周辺地下水の値

＜Ｅ－３地点＞
全ベータ ：検出限界値(19)未満(12/3)
トリチウム： ７４０(12/3)

タンクからの汚染水漏えい等の状況

【Ｂエリア（南）】
・台風１８号近接に伴う降雨により、堰内にたまった水が溢水(9/15)
・Ａ５タンクの天板と側板の間から漏えいが発生。堰外に約４３０リットル（暫定）の水が流出

(10/2)と推定。Ｃ排水路に流れ、海へ流出している可能性が否定できない。

Ｂ排水路内採取地点（Ｂ２）
セシウム１３７：検出限界値(27)未満(10/31)
全ベータ ：９，０００(10/31)

【参考】タンクエリア堰内たまり水の暫定排水基準
（１０月１５日公表）
以下の（１）～（５）を満たすこと
（１）セシウム１３４ ：１５ベクレル／リットル未満
（２）セシウム１３７ ：２５ベクレル／リットル未満
（３）その他γ核種が検出されていないこと（天然核種を除く）
（４）ストロンチウム９０ ：１０ベクレル／リットル未満（簡易計測）
（５）タンク内の水質等を参考に、ほかの核種も含めて濃度基準を

満たすこと
※なお、タンク内のトリチウム濃度は全ベータ濃度よりも２桁程度

低い値です。

Ｂ排水路における土のうによるせき止めと水の回収

Ｂ３地点

＜Ｅ－１地点＞
全ベータ ： ２１，０００(12/3)
トリチウム：１７０，０００(12/3)

＜Ｅ－６地点＞
全ベータ ： ３１(10/23)
トリチウム： ２６０(10/23)

＜Ｅ－７地点＞
全ベータ ：検出限界値(17)未満(10/23)
トリチウム： ７１０(10/23)

＜Ｅ－４地点＞
全ベータ ：検出限界値(19)未満(12/3)
トリチウム： ２，０００(12/3)

＜Ｅ－５地点＞
全ベータ ：検出限界値(19)未満(12/3)
トリチウム： ２，４００(12/3)

＜Ｅ－８地点＞
全ベータ ：検出限界値(17)未満(11/27)
トリチウム： ２，０００(11/27)

（２）地下水バイパス揚水井の値

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe

揚水井 採取日 全ベータ トリチウム
※法令告示濃度：６０，０００ベクレル／リットル

No.１ 検出限界値（１５）未満 ４０

No.２ 検出限界値（１５）未満 １３

No.３ 検出限界値（１５）未満 ６．８

No.４ 検出限界値（１５）未満 ５０

No.5 検出限界値（１５）未満 ２４

No.6 検出限界値（１５）未満 １１０

No.7 検出限界値（１５）未満 ５７０

No.8 検出限界値（１５）未満 ７６

No.9 検出限界値（１５）未満 １００

No.10 検出限界値（１５）未満 ２２０

No.11 検出限界値（１５）未満 ３８０

No.12 検出限界値（１５）未満 ６８０

11月26日

12月3日

12月3日

Ａ
系
統

Ｂ
系
統

Ｃ
系
統

＜Ｅ－９地点＞
全ベータ ： ４２(12/3)
トリチウム：１６，０００(12/3)

＜ウェルポイント＞
全ベータ ： ２，７００(12/2)
トリチウム：１８０，０００(12/2)

＜Ｅ－１０地点＞
全ベータ ：検出限界値(19)未満(12/2)
トリチウム：１３，０００(12/2)
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1111．タンク堰内．タンク堰内 溜まり水の暫定排水基準値溜まり水の暫定排水基準値

10 

30 

Sr-90

1000010 10 
WHO飲料水

水質ガイドライン
水質基準

6000090 60 告示濃度

H-3Cs-137Cs-134参考

降雨等によりタンク堰内に溜まった水を、堰の外へ排水するための基準を設定している。

［出典］第6回特定原子力施設監視・評価検討会汚染水対策検討WG「暫定排水基準値について」

以下の(1)～(5)の基準を満たすこと。
(1)Cs-134・・・15Bq/L未満
(2)Cs-137・・・25Bq/L未満
(3)その他のγ核種が検出されていないこと（天然核種を除く）※
(4)Sr-90 ・・・10Bq/L未満（簡易測定法により計測）
(5)タンク内の水質等を参考に、他の核種も含めて告示濃度基準を満たすこと
※ Ge半導体検出器にて、(1)(2)が確認できる計測を行った結果、検出されないこと

（単位）Bq/L
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1212．タンク堰内の汚染有無確認にかかる簡易測定．タンク堰内の汚染有無確認にかかる簡易測定

■試料名称
■採取日時
■採取量
■採取者

陽イオン交換ろ紙
（計測試料）

シリンジで400mL吸引

GM
サーベイメータ

採取試料を袋詰め

GMサーベイメータで
放射線計測

BG計数率
100com程度

陽イオン交換ろ紙
（計測試料）

陽イオン交換ろ紙（計測試料）

シリンジ写真

フィルタフォルダ
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1313．迅速な分析技術の確立（．迅速な分析技術の確立（HH--3,3, SrSr））

１～４号機護岸、Ｈ４エリア周辺等でのボーリング孔にてトリチウム等の分析を行って
いる他、海水なども分析を行っており、１日で200試料程度発生している。

測定項目は、試料採取ポイントによって異なるが、ガンマ核種、全ベータ放射能、トリ
チウム、ストロンチウム等の放射能分析の他、化学分析も実施している。

特に、トリチウムの分析には約１日、ストロンチウムの分析には約１ヶ月要している。
なお、ストロンチウムについては、β核種分析装置を導入し、従来の３分の１程度まで
短縮を図っている。

これらの測定結果を公表しているが、迅速な情報発信が求められている。

以上の状況を踏まえ、以下のような測定技術があれば、是非、現場に導入したい。

トリチウム分析、ストロンチウム分析を数時間で実施できること
サンプリング装置の取扱いが簡易であること
サンプリング装置は敷地から持ち出しが困難であるため、現地で簡易にメン

テナンスが可能であり、信頼度が高いこと
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1414．．SrSr測定方法の改善測定方法の改善

 ストロンチウムについては、これまでに、β核種分析装置を導入し、測定方法の改善を実
施している。

β核種分析装置による測定方法従来の測定方法

沈殿物生成（Y-90を含む）

沈殿物生成（Sr-89、Sr-90、Y-90を含む）

・Sr-89、Sr-90を除去

ガスフロー型計数装置による測定

β核種分析装置による測定

沈殿物生成（Sr-89、Sr-90を含む）

測定用試料
（Sr-89、Sr-90、Y-90、Cs-137等を含む）

・Y-90を除去
・Cs-137等を除去

測定用試料
（Sr-89、Sr-90、Y-90、Cs-137等を含む）

※Sr-90から生成されるY-90も含んで測定。

沈殿物生成（Sr-89、Sr-90を含む）

・Y-90を除去
・Cs-137等を除去

ガスフロー型計数装置による測定※

（Sr-90とY-90が放射平衡になるまで測定を継続）

［出典］ストロンチウム分析におけるβ核種分析装置の適用について（東京電力）
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1515．排水路モニタの設置．排水路モニタの設置

モニタ設置概要図

R.O.装置
濃縮水受タンク群
からの漏えい水

海へ

βモニタ＋γモニタ※ 免震重要棟

タンク放射能濃度 Cs-137 １０2 [Bq/cm3]

全β １０５[Bq/cm3]

タンク内のβ線はオーダーが高く、漏えいした場合、γ線に比べ感度よく検出
できることから、排水路測定用のモニタとしてβ線モニタを設置。

■設置目的

タンクから漏えいが発生した場合、海への流出経路となる排水路内において放射能
を検知するため、連続監視用モニタを設置する。

排水路

指示値

［参考］
・H4エリアNo.5タンク（8/23採取）

Cs-137 9.2×101Bq/cm3

全β 2.0×105Bq/cm3

※降雨時、天然核種により全β指示
上昇確認のためγモニタも設置

［出典］第6回特定原子力施設監視・評価検討会汚染水対策検討WG「汚染水貯留タンクからの漏えいについて」
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1616．まとめ．まとめ

福島第一原子力発電所における測定等の現状（震災前）
－放射性廃棄物（液体・気体）

測定指針に基づく放射能測定・頻度

－管理区域内
サーベイ（表面汚染、線量率、積算線量、ダスト濃度）

－周辺監視区域境界
モニタリングポスト（線量率、積算線量、ダスト濃度）

課題
－高線量・高BG環境におけるサーベイ・測定

－ベータリッチな環境、デブリに起因する多核種の存在
－多種・多様な試料、検出レベル
－試料数が多い、迅速な測定


